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研究テーマ
地域コミュニティにおける自発的協力関係を促す趣味サークル活動プロセスの研究
―花巻市「八日市つるし雛まつり」におけるテーマ型組織と地域主体との連携関係―

地域おこし研究員 高橋誠

（花巻市地域振興部地域づくり課課長補佐）

2021年2月3日

地域おこし研究員オンライン説明会

花巻市
2006年1月に1市3町が合併
合併時105,932人
2020年11月末現在94,501人



花巻東高校

シアトル・マリ
ナーズ

• 菊池雄星
(出身：盛岡市）

ロサンゼルス・
エンゼルス

• 大谷翔平
(出身：奥州市）
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「銀河鉄道の夜」「雨ニモマケズ」の宮澤賢治より、野球！花巻市

富士大学

埼玉西武ライオンズ

・山川穂高
（沖縄県立中部商業高校）

・外崎修汰
（青織県立弘前実業高校）

・多和田真三郎
（沖縄県立中部商業高校）

他にも多数 後で調べて！

静岡県でも山梨
県でもないよ
花巻だよ！ 花巻市出身

読売ジャイアンツ
2019年ドラフト1位

・堀田賢慎
(市立花巻北中学校→青森山田高校）

東京ヤクルトスワローズ
現 コーチ

・畠山和洋
（市立湯口中学校→専修大学北上高校）



背景
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地域課題の解決のために地域コミュニティの役割

地縁型組織とテーマ型組織の連携による地域コミュニティの
再興が必要

地域コミュニティの再興のために趣味サークルとの協力に着目

本研究の着目

テーマ型組織のうち「趣味サークル」との協力

理由
・地域コミュニティの再興に必要な視点：より多くの主体との協力
・趣味サークルの構成員が一定数見込まれる

既存の研究：町内会・自治会とNPOとの連携が多い
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目的：趣味サークルの活動を通して、趣味サークルと地域運営組織、
地域住民の3者間の協力が継続的に続くまでの過程を明らかにする
➡地域課題を解決する地域コミュニティの実現に寄与する

地域住民
地域運
営組織

趣味サークル

「地域運営組織とは「地域の生活や暮らしを守るため、地域で暮らす人々が中心となって形成され、地域内の様々な関係主体が参加する協
議組織が定めた地域経営の指針に基づき、地域課題の解決に向けた取り組みを持続的に実践する組織」と定義(総務省,2019)

趣味サークルの活動を通して、地域主体が協力する過程を明らか
にする

目的/RQ

RQ:なぜ、暮らしを支える活動に取り組む地域運営組織や地域住民
が、趣味サークルの活動に自発的協力を行うのか？



八日市つるし雛同好会とその活動に自発的協力をしている地域運営組織と地域住民

趣味サークルの
展示会
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・地域固有の文化ではなく、個人的な趣味なので協力する必要が無いにもかか
わらず、自発的協力が行われている
・60代以上の女性9人の趣味サークル単独の主催で、市の支援を受けずに開催

趣味サークル活動を通じて地域運営組織の事業への自発的協力
が行われている事例

調査概要
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来場者数

地域運営組織と地域住民
の自発的協力

地域運営組織の事業
への自発的協力

1調査対象
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調査対象の活動：本を参考に1年間を通じて制作したつるし雛や人
形等を2月中旬から3月初旬まで展示

調査概要

つるし雛とは
・ちりめん細工の人形などを輪に下げた糸
につるしたもの
・静岡県東伊豆町稲取地区、福岡県柳川市、
山形県酒田市が「日本三大つるし飾り」

2006年から「雛まつり」として毎年2月中
旬から3月初旬まで集会施設で開催

調査概要

2調査対象の活動

3調査手法

4分析手法 SCAT

半構造化インタビュー、参与観察、ドキュ
メントデータ
※参与観察：筆者は花巻市職員であり、会場の施設管理や
地域運営組織の支援を行い、地域運営組織がサークル
に実質的な協力を始めた時期に勤務していた。



第2段階・返礼を期待しない指導・準備
・外部からの評判

第3段階・協力の機会や手段の発生、半強制的な依頼
・外部からの評判

外部の評判が低下しない、向上の必要がない➡自発的協力の意欲の減退
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なぜ、暮らしを支える活動に取り組む地域運営組織や地域住民が、
趣味サークルの活動に自発的協力を行うのか？

RQ１ どのような過程を通じて、趣味サークルと地域運営組織と地域住民の自発
的協力の交換が拡散するのか？

結論

RQ２ どのような過程を通じて、自発的協力に変容するのか？

第4段階・来場者との直接の交流

・事業への意見の採用

返礼としての協力の機会や手段が無い状態
（会員）積極的な意欲・自己表現欲求
返礼としての協力
（地域運営組織）来場者を「数」として捉えた協力

現在の趣味サークルの課題

来場者へのサービスで生じた間接互恵性によって他の事業において自発的協力の関
係が成立している。

来場者を対象とした協力
活動を楽しむ、来場者の感動や満足からの内的報酬
事業への貢献の実感
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今後の研究「他の趣味サークルへの活用」今後の研究

今後の研究 他の趣味サークルへの活用のために、「地域運営組織や地域住民が

自発的協力を行う原因の可能性がある４つの条件」から導出した次の点につい
て研究を続ける

・どのように趣味サークルの活動に対する外部の評判を向上させるか？
・来場者数やマスコミの報道数以外に、何が外部の評判を測定・認識できるも
のなのか？

外部の評判が得られる機会を意図的につくり、検証する必要がある
・評判の向上：クラフトフェア、冊子・ネットでの紹介
・測定・認識：販売額、閲覧数


